
令
和
５
年
度
第
２
回
鶴

岡
市
行
財
政
改
革
推
進
委

員
会
（
上
野
隆
一
会
長
）

が
１
月

日
、
開
催
さ
れ

25

ま
し
た
。

今
年
度
の
行
革
推
進
に

よ
る
主
要
な
効
果
に
つ
い

て
、
速
報
値
に
よ
る
見
込

み
が
報
告
さ
れ
、
歳
入
増

加
は

億
８
０
０
万
円
、

15

歳
出
削
減
で
は
２
億
９
４

０
０
万
円
で
、
計

億
２

18

０
０
万
円
（
達
成
率

・
99

１
％
）
の
財
政
効
果
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

目
標
達
成
さ
れ
た
主
な

も
の
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
付
金
額
が

億
13

円
増
や
、
ご
み
焼
却
施
設

の
自
家
消
費
・
売
電
推
進

で
、
売
電
収
入
が
２
億
６

０
０
万
円
増
と
、
電
気
料

削
減
９
２
０
０
万
円
、
荘

内
病
院
診
療
材
料
等
の
共

同
購
入
で
３
７
８
４
万
円

の
節
約
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

目
標
達
成
し
な
か
っ
た

主
な
も
の
に
、
定
員
適
正

化
計
画
（
職
員
数
）
が
あ

り
、
目
標

人
削
減
に
対

21

し
て

人
の
実
績
見
込
み

17

が
示
さ
れ
、
水
道
事
業
の

広
域
連
携
・
事
業
統
合
へ

の
対
応
や
、
社
会
福
祉
法

改
正
に
伴
う
相
談
・
地
域

づ
く
り
等
の
重
層
的
支
援

体
制
の
強
化
が
必
要
に
な

っ
た
と
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

デ
ジ
タ
ル
化
で
職
員
削

減
目
指
す

令
和
６
年
度
に
は
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
等
で

業
務
効
率
化
を
進
め
、
25

人
削
減
の
達
成
を
目
指
す

と
し
て
い
ま
す
。

毎
年
度
見
直
し
を
行
う

実
施
計
画
に
、
新
規
に
８

項
目
を
追
加
し
、
要
介
護

認
定
調
査
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
効
率
化
を
図
る

こ
と
や
、
市
農
業
委
員
全

員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

配
置
し
、
農
地
確
認
な
ど

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
図

る
と
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
新
規
項

目
に
加
え
た
市
立
農
業
経

営
者
育
成
学
校SE

AD
S

（
シ

ー
ズ
）
の
運
営
と
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
活
用
に
よ
る
窓

口
業
務
の
改
善
に
つ
い

て
、
重
点
的
に
説
明
と
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
シ
ー
ズ

の
卒
業
者
と
接
す
る
中

で
、
魅
力
的
な
生
き
方
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構

築
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と

へ
の
評
価
、
農
業
の
価
値

観
や
哲
学
を
学
ぶ
位
置
づ

け
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

市
か
ら
は
、
窓
口
業
務

の
改
善
と
し
て
１
月

日
23

か
ら
市
役
所
本
所
に
設
置

し
た
「
お
く
や
み
窓
口
」

（
住
民
死
亡
に
伴
い
必
要

と
な
る
各
種
手
続
き
窓
口

を
集
約
し
対
応
）
の
予
約

・
利
用
状
況
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
は
、
課
題
が
あ
る

と
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
施

設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
予
約
、
使
用
料
の

決
済
・
納
付
に
つ
い
て
、

試
験
導
入
や
導
入
検
討
を

進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

職
員
削
減
の
在
り
方

見
直
し
必
要

人
口
減
少
や
自
然
災
害

へ
の
備
え
な
ど
、
地
域
課

題
が
あ
る
中
で
、
市
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
「
行

政
の
責
務
」
を
最
大
限
発

揮
す
る
た
め
に
も
、
行
革

目
標
に
よ
る
職
員
削
減
の

在
り
方
の
見
直
し
や
、
災

害
時
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
リ

ス
ク
な
ど
に
も
備
え
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

菅
井
巌
議
員
が
傍
聴
し

ま
し
た
。

ࡉ
଱
ટ
൳
ە
Ɲ
Ɩ
Ŷ
Ƙ
৘
ܐ
Ɲ
ඍ
ಸ

▽
１
月

日
午
前
、
２
０
２
４
年
度
県

30

予
算
へ
の
要
望
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

項
目
に
渡
る
要
望
の
内
、
当
日
は
知

61事
か
ら
４
項
目
に
つ
い
て
の
考
え
を
聞

き
ま
し
た
。

①
賃
金
引
き
上
げ
と
中
小
企
業
支
援
。

知
事

県
は
女
性
賃
金
が

位
。
ど
う

47

い
う
ふ
う
に
す
れ
ば
引
き
上
げ
ら
れ
る

か
、
踏
み
込
ん
で
い
き
た
い
。
全
国
一

律
最
低
賃
金
制
度
創
設
・
ラ
ン
ク
制
度

廃
止
を
政
府
に
今
後
も
提
案
す
る
。

②
国
保
税
引
き
下
げ
、
子
ど
も
の
均
等

割
り
撤
廃
。

知
事

国
保
財
政
安
定
化
基
金
を
活
用

し
て
い
く
。
政
府
に
財
政
支
援
措
置
の

拡
充
、
子
ど
も
均
等
割
免
除
を
提
案
し

て
い
る
。

③
小
中
学
校
給
食
費
無
償
。

知
事

現
行
の
学
校
給
食
法
の
改
正
と

全
額
国
庫
負
担
を
政
府
に
要
望
し
て
い

く
。
そ
れ
は
今
の
流
れ
だ
と
思
う
。

④
土
砂
崩
れ
、
地
震
の
経
験
を
踏
ま
え

た
防
災
・
減
災
対
策
強
化

知
事

こ
の

た
び
の
地
震

で
は
寒
い
時

期
の
避
難
な

ど
の
課
題
が

明
ら
か
に
な

っ
た
。
対
策

を
検
証
し
、

計
画
な
ど
に

反

映

さ

せ

て
、
生
か
し

て
い
き
た
い
。

▽
各
項
目
に
つ
い
て
政
府
に
立
ち
後
れ

を
指
摘
し
提
言
す
る
姿
勢
は
引
き
続
き

重
要
で
す
。
同
時
に
県
と
し
て
も
切
実

な
要
望
に
応
え
る
取
り
組
み
を
強
化
す

る
事
を
引
き
続
き
求
め
て
い
き
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）
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鶴
岡
市
教
育
委
員
会

は
、
「
鶴
岡
型
小
中
一
貫

教
育
基
本
計
画
（
案
）
」

に
つ
い
て
、
１
月

日
29

（
月
）
か
ら
２
月
９
日

（
金
）
ま
で
、
市
民
か
ら

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
３
回
の
策
定

委
員
会
が
開
か
れ
、
小
中

の
校
長
会
長
、
元
校
長
、

市
民
代
表
な
ど
で
協
議
さ

れ
た
も
の
で
す
が
、
小
中

一
貫
教
育
の
是
非
や
、
教

職
員
の
多
忙
化
、
児
童
・

生
徒
へ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
は
論
ぜ
ず
、
決
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

協
議
が
終
わ
っ
た
後
、

委
員
か
ら
は
、
「
分
か
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
だ
っ

た
」
、「
今
後
は
会
議
も
増

え
て
、
学
校
の
先
生
は
さ

ぞ
大
変
で
あ
ろ
う
」
な
ど
、

異
口
同
音
の
感
想
が
述
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



下水道課入札結果（ ）内は予定価格
1月24日入札分

・市公共下水道事業 汚水６号移設工事（大岩川地内）（入札4業者うち1業者辞退）
(株)マルゴ 7,300,000円（7,420,000円）工期～3/29（落札率98.38％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
1月24日入札分

・鼠ヶ関地内径100粍配水管更新工事（鼠ヶ関地内）（入札6業者）
森建設工業(株) 9,900,000円（10,130,000円）工期～3/29（落札率97.73％）
・岩川橋径150粍橋梁添架管移設工事（大岩川地内）（入札7業者）
三和メイテック(株) 10,440,000円（10,660,000円）工期～3/29（落札率97.94％）

令和5年度　住宅の『耐震診断』及び『耐震改修』補助事業実施市町村一覧

市町村名
住宅の「耐震診断」補助事業 住宅の「耐震改修」補助事業

耐震診断の対象要件 自己負担額 耐震改修の対象要件 限度額（補助率）

鶴岡市 評点1.0以上 上限60万円（1/3）
昭和56.5.31以前着工、 

在来軸組木造2階建以下
13,000円補強計画作成

酒田市
平成12.5.31以前着工、 

木造2階建以下

10,000円
上段：図面あり 

下段：図面なし 

補強計画別途 
(補強案は作成)

評点1.0以上 上限80万円（1/2）

評点0.7以上 上限60万円（1/2）

13,000円
防災ベッド、 

耐震シェルターの設置
上限10万円

三川町 Ｒ5事業なし 評点1.0以上 上限100.4万円（1/2）

庄内町

平成12.5.31以前着工、 

在来軸組木造2階建以下 9,400円補強計画別途
居住用住宅、500㎡以下

評点1.0以上 上限100万円（1/2）

遊佐町
平成12.5.31以前着工、 

在来軸組木造2階建以下
10,000円補強計画別途 評点1.0以上 上限120万円（1/2）

山形県ＨＰ：「木造住宅の耐震診断・耐震改修の補助制度」から

元
日
の
大
規
模
な
能
登

半
島
地
震
で
、
住
宅
の
倒

壊
が
相
次
い
だ
こ
と
か

ら
、
住
宅
の
耐
震
診
断
や

耐
震
改
修
に
、
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
の
耐
震
診
断
に
対

す
る
国
の
補
助
制
度
は
、

民
間
が
実
施
す
る
場
合
は

２
／
３
（
国
１
／
３
、
地

方
１
／
３
）
、
市
町
村
が

実
施
す
る
場
合
は
、
国
１

／
２
で
、
市
町
で
自
己
負

担
額
に
違
い
が
あ
り
ま

す
。さ

ら
に
対
象
要
件
で
も

違
い
が
あ
り
ま
す
。

鶴
岡
市
は
昭
和

年
、

56

他
市
町
は
平
成

年
12

鶴
岡
市
は
、
昭
和

年
56

（
１
９
８
１
）
５
月

日
31

以
前
の
着
工
で
す
が
、
酒

田
市
や
庄
内
町
、
遊
佐
町

は
、
平
成

年
（
２
０
０

12

０
）
５
月

日
以
前
着
工

31

の
住
宅
で
す
。

耐
震
基
準
は
、
建
築
基

準
法
が
１
９
５
０
年
に
制

定
さ
れ
、
十
勝
沖
地
震
（
１

９
６
８
）
を
受
け
１
９
７

１
年
、
宮
城
県
沖
地
震
（
１

９
７
８
）
を
受
け
１
９
８

１
年
、
阪
神
淡
路
大
震
災

（
１
９
９
５
）
を
受
け
２

０
０
０
年
に
、
大
き
な
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
９
８
１
年
（
昭

）
56

５
月

日
ま
で
に
確
認
申

31

請
を
受
け
た
建
物
は
「
旧

耐
震
」
、
そ
れ
以
降
の
建

物
は
「
新
耐
震
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

旧
耐
震
で
は
震
度
５
程

度
、
新
耐
震
で
は
震
度
６

強
～
７
程
度
の
大
地
震
で

も
倒
壊
し
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

２
０
０
０
年
（
平

）
12

の
改
正
で
は
、
基
礎
は
地

耐
力
に
合
っ
た
も
の
、
柱

や
筋
交
い
を
固
定
す
る
接

合
部
、
耐
力
壁
の
配
置
も

規
定
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
岡
市
民
間
保
育
園
協

議
会
と
鶴
岡
市
議
会
議
員

と
の
懇
談
会
が

日
、
出

23

羽
庄
内
国
際
村
で
行
わ

れ
、
坂
本
昌
栄
議
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

東
北
文
教
大
学
人
間
科

学
部
子
ど
も
教
育
科
准
教

授
の
下
村
一
彦
先
生
に
よ

る
「
こ
ど
も
・
子
育
て
支

援
ビ
ジ
ョ
ン
確
立
に
向
け

て
」
と
題
し
た
基
調
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
子
ど
も
は

外
遊
び
・
自
然
体
験
か

ら
、
そ
の
も
の
（
く
る
み

や
花
等
）
・
イ
メ
ー
ジ
・

大
人
の
作
っ
た
ル
ー
ル
を

壊
し
な
が
ら
成
長
し
て
い

く
。里

山
保
育
や
森
の
幼
稚

園
で
重
要
な
の
は
、
場
所

・
環
境
に
加
え
、
大
人
の

姿
勢
（
理
解
）
が
最
も
重

要
と
な
る
。

保
護
者
か
ら
の
要
望
に

よ
る
屋
内
遊
戯
施
設
の
整

備
や
、
室
内
大
型
遊
具
に

き
な
い
」

「
０
歳
児
は
入
所
時
期

が
ず
れ
る
が
、
保
育
士
は

４
月
か
ら
確
保
し
て
い
な

い
と
い
け
な
い
。
そ
の
期

間
の
人
件
費
を
補
助
し
て

ほ
し
い
」

「
バ
ス
通
園
の
経
費
が

か
さ
ん
で
い
る
」
等
の
意

見
が
出
ま
し
た
。

現
在
、
市
で
は
保
育
バ

ン
ク
が
運
用
さ
れ
て
い
る

が
、
各
保
育
園
か
ら
は
保

育
士
確
保
が
課
題
で
あ
る

こ
と
が
意
見
と
し
て
上
が

り
ま
し
た
。

ま
た
今
後
、
定
員
割
れ

に
よ
る
保
育
園
経
営
が
問

題
と
な
っ
て
く
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
計
画
の
中
で
本
市

の
保
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
も
上

が
り
ま
し
た
。

耐
震
改
修
補
助
も
差

耐
震
改
修
で
は
、
鶴
岡

市
は
３
分
の
１
で
上
限
60

万
円
で
す
が
、
他
市
町
は

２
分
の
１
で

～
１
０
０

80

万
円
の
補
助
金
で
す
。

鶴
岡
市
は
、
支
援
制
度

見
直
し
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

は
、
子
ど
も
に
と
っ
て

ル
ー
ル
ば
か
り
が
多

く
、
大
人
が
管
理
す
る

場
所
で
遊
ぶ
に
は
限
界

が
あ
る
。

屋
内
遊
戯
施
設
よ
り

も
、
プ
レ
パ
ー
ク
や
プ

レ
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
と

な
る
な
ど
が
話
し
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
３
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
懇
談
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

「
保
育
士
ワ
ー
カ
ー

（
保
育
士
あ
っ
せ
ん
業

者
）
か
ら
来
て
も
ら
っ

て
い
る
が
、
保
育
士
は

い
つ
辞
め
て
も
よ
い
と

の
意
識
で
働
い
て
い
る

の
で
期
待
が
出
来
な
い

が
、
そ
れ
で
も
使
用
し

な
い
と
人
材
が
確
保
で

（
１
面
の
つ
づ
き
）

多
く
の
市
民
に
よ
る
パ

ブ
コ
メ
が
大
切
で
す
。

鶴
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
「
市
政
情
報
」
→

「
広
報
」
→
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
」
→
「
鶴

岡
型
小
中
一
貫
教
育
基
本

計
画
（
案
）
に
対
す
る
意

見
公
募
に
つ
い
て
」
を
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。


